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凡   例 
 

 

１．この月報は、自動車燃料消費量調査(一般統計調査） 平成26年５月分の調査結果である。 

 

 

２．営業用バスの走行キロは、平成 24 年度分以前は、当該車種について悉皆調査を行っている 

「自動車輸送統計調査（基幹統計調査）」の数値を用いているが、平成 25 年４月分から、本調査 

の結果を用いて公表している。 

 

 

３．平成 21 年度以前の燃料消費量及び走行キロは、『自動車輸送統計年報』を参照されたい。 

  自動車燃料消費量統計年報の統計数値と『自動車輸送統計年報』の統計数値の比較については、 

  平成 23 年度自動車燃料消費量統計年報巻末の「『自動車燃料消費量統計年報』と『自動車輸送

統計年報』の統計数値の比較について」を参照されたい。 

 

 

４．数値は、原則として単位未満で四捨五入してあるので、総数と内計は必ずしも一致していない。 

 

 

５．この月報で用いている符号は次のとおりである。 
      「０」     単位未満 
      「－」     データなし、推計省略 
      「※」     暫定数値 
      「ｒ」     改訂数値 

 

 

６．この月報についての照会は、国土交通省総合政策局情報政策課交通経済統計調査室 

（電話03-5253-8346）に連絡されたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－Ⅰ－ 



 

 

概   要 
 
 
１．調査の目的 
 

この調査は、自動車の燃料消費量等の実態を明らかにし、我が国の地球温暖化対策及び交通政
策等を策定するための基礎資料を作成することを目的とする。 

 
 
２．調査の沿革 
 
   自動車の燃料消費量等の調査・集計は、昭和 35年から自動車輸送統計調査で実施されてきた

が、同統計の調査方法及び集計方法の見直しに伴い、平成 22 年度から本調査により調査・集計
を行い、その結果を公表している。 

 
 
３．調査対象 

 
登録自動車（道路運送車両法第４条）及び軽自動車（道路運送車両法第 60条）を調査対象と

し、その中から国土交通大臣が選定する自動車について調査を実施している（別表１参照）。 
なお、以下の自動車については、調査から除外している。 
・大型特殊車（ブルドーザー等） 
・小型特殊車（フォークリフト、農耕用ハンドトラクター等） 
・二輪車等 

 
 
４．調査方法 
 

調査は、国土交通省から国土交通大臣が選定する自動車の使用者に対して郵送により調査票を
配布及び回収し行っている。 
また、調査は自計報告で行っている。 

 
 
５．調査時期 
 

調査は毎月行っており、約 9,600 の自動車の使用者に対して調査票を配布している。 
また、調査期間は、別表１のとおり、国土交通大臣が指定する７日間又は 21 日間としている。 

 
 
６．集計方法 
 

自動車検査登録情報のデータを補助変量として活用する比推定方式により集計を行っている。 
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別表１ 

 
   調査対象車両は、自動車のナンバープレートの業態及び分類番号情報を基に、下表のとおり、

区分している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（注）１．業態及び輸送形態は、用語の解説にある自動車の種別を参照されたい。 

２．自動車のナンバープレートの分類番号は、登録自動車は自動車登録規則第１３条、軽自動
車は道路運送車両法施行規則第３６条の１７により、下表のとおり、それぞれ分類されてい
る。 

３．自家用貨物自動車の特種車は、貨物輸送車と非貨物輸送車に区分している。 
貨物輸送車は、タンクローリー（液体やガスなどを運搬）、アスファルト運搬車、コンク

リートミキサー車、冷蔵冷凍車等、貨物の輸送に供する自動車である。 
非貨物輸送車は、清掃車、電源車、照明車、患者輸送車、道路作業車等、貨物の輸送に供

さない自動車である。 
４．自家用旅客自動車の乗用車は、普通車、小型車、ハイブリッド車に区分している。 

 
（注２関係） 
 

登録自動車                          軽自動車 
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業態（注１） 分 類 番 号 （ 注 ２ ） 輸送形態（注１）

1・10～19及び100～199

4・6・40～49・400～499・60～69
及び600～699

8・80～89及び800～899

40～49・400～499及び600～699

2・20～29及び200～299

3・30～39・300～399・5・7・50～
59・500～599・70～79及び700～799

積載量２トン以上

4・6・40～49・400～499・60～69
及び600～699

小型車

貨 物 輸 送 車 ７日

非貨物輸送車

40～49・400～499及び600～699

2・20～29及び200～299 ７日

3・30～39・300～399・5・7・50～
59・500～599・70～79及び700～799

50～59・500～599・700～799・80～
89及び800～899

21日

普通車

乗 用 車

調 査 対 象 車 両

普 通 車

小 型 車

特 種 車

軽 自 動 車

バ ス

積載量２トン未満

1・10～19及び100～199

8・80～89及び800～899

軽 自 動 車

バ ス

乗 用 車
（ 注 ４ ）

車 種

調 査 期 間

７日

21日

21日

貨 物 自 動 車

旅 客 自 動 車

貨 物 自 動 車

旅 客 自 動 車

特種車
（注３）

軽 自 動 車

営 業 用

自 家 用

分 類 番 号

貨物自動車 1・10～19及び100～199

乗合自動車 2・20～29及び200～299

乗用自動車 3・30～39及び300～399

貨物自動車
4・6・40～49・400～499・
60～69及び600～699

乗用自動車及び乗合自動車
5・7・50～59・500～599・
70～79及び700～799

特種自動車 8・80～89及び800～899

9・90～99及び900～999

0・00～09及び000～099

大型特殊自動車（次に該当するものを
除く）

大型特殊自動車のうち建設機械に該当
するもの

自 動 車 種 別 及 び 用 途

普通自動車

小型自動車

自 動 車 種 別 分 類 番 号

貨物自動車
40～49・400～499及び
600～699

乗用自動車
50～59・500～599及び
700～799

特種自動車 80～89及び800～899



用 語 の 解 説 

 
 
自動車の種別  

１．自動車は輸送するものにより貨物自動車と旅客自動車に分けられる。  

   (1) 貨物自動車とは、貨物の運送の用に供する自動車で、トラック、ライトバン等をいう。 

   (2) 旅客自動車とは、人の運送の用に供する自動車で、乗用車及びバスをいう。 

 

２．自動車は業態によって営業用と自家用に分けられる。 

 (1) 営業用とは、他人の求めに応じて貨物又は旅客を輸送する自動車で、トラック事業者、バス事業者、 

ハイヤー・タクシー事業者、軽車両等運送事業者などが保有する自動車をいう。 

   (2) 自家用とは、営業用以外のもの［例えば自家の取り扱う貨物又は当該自動車の所有者（又は使用者)とその 

家族若しくは従業員等を輸送する自動車]をいう。 

 

燃料消費量 

  自動車の燃料消費量をリットル及び立方メートルで表したもので、使用の用途を問わない。 

 

走行キロ 

  自動車が走った距離をキロメートルで表したもので、物や人を輸送したかどうかを問わない。 

 

実在延日車 

自動車が調査期間中に延日数にして何両あったかを表したもの。 

 

走行１㎞当たり燃料消費量 

  燃料消費量÷走行キロ 

 

１日１車当たり走行キロ 

  走行キロ÷実在延日車 

 

地方運輸局の区分 

 自動車の燃料消費量等の実績は、当該登録自動車及び軽自動車の属する都道府県を管轄する地方運輸局別

に区分した。  

 

  北 海 道 北海道                            近   畿 滋賀県、京都府、大阪府、奈良県、         

                                                  和歌山県、兵庫県 

   東  北 青森県、岩手県、宮城県、秋田県、 

        山形県、福島県                  中   国 鳥取県、島根県、岡山県、広島県、 

                                                             山口県 

   関   東 茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、 

        千葉県、東京都、神奈川県、山梨県        四  国 徳島県、香川県、愛媛県、高知県 

    

   北陸信越 新潟県、富山県、石川県、長野県          九  州 福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、 

                                                               大分県、宮崎県、鹿児島県、沖縄県 

  中   部 福井県、岐阜県、静岡県、愛知県、                                  

       三重県                                        
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参  考 
  道路運送車両法施行規則第２条に定める種別は、普通自動車、小型自動車、大型特殊自動車、小型特殊自動車 

及び軽自動車をいい、下表のとおり分類される。 

 
                    自           動           車  
  種        別  普通自動車      小 型 自 動 車    軽 自 動 車  大型特殊  小型特殊  
      自動車  自動車  
   バス  小型ﾄﾗｯｸ  3輪ﾄﾗｯｸ  大型ｵｰﾄﾊﾞｲ  軽ﾄﾗｯｸ  ｵｰﾄﾊﾞｲ  ﾛｰﾄﾞﾛｰﾗ  ー  ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ  
   代表的な  大型ﾄﾗｯｸ  小型乗用車    軽乗用車  ｽｸｰﾀ  ー  ｸﾚｰﾝ車  農耕用ﾊﾝﾄﾞﾄ  
   自動車  大型乗用車  小型特種車      ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞ  ー  ﾗｸﾀ  ー  
   普通特種車         
    車輪数    ４以上   ４以上     ３     ２   ３以上     ２  制限なし  制限なし  
  構           4.7以下  
    大  長さ  4輪以上の小型自動車  4.7以下  3輪の軽自動車よ  2輪の軽自動車よ  3.4以下  2.5以下  小型特殊自動車よ  1.7以下  
    き  幅  より大きいもの  1.7以下  り大きいもの  り大きいもの  1.48以下  1.3以下  り大きいもの  2.8以下  
    さ  高さ   2.0以下    2.0以下  2.0以下   農耕作業用自動車  
   (m)          は制限なし  
  造  ｴﾝｼﾞﾝの   同 上  660を超え  660を超える  250を超える  660以下  125を超え  制限なし  制限なし  
   総排気量(CC)   2,000以下     250以下    
 

注１）バスの区分は次のとおり。 
        普通車は、普通自動車で乗車定員 30 人以上のもの。 
          小型車は、普通自動車で乗車定員 11 人以上 29 人以下のもの及び小型自動車で乗車定員 11 人以上のもの。 
 

注２）小型特殊自動車については最高速度の制限であり、その区分は次のとおり。 
農耕作業自動車は 35km/h 未満。 
その他の特殊自動車は 15km/h。 

 
注３）四輪以上の小型自動車で、ジーゼル機関を用いるものについては、エンジンの総排気量の基準は適用されない。 
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平成26年５月 自動車燃料消費量及び走行キロの概要 

 

 

平成26年５月における自動車による全国の燃料消費量及び走行キロは〔表－１〕のとおりである。 

 ガソリンの消費量は、営業用自動車では62千kℓ、自家用自動車では4,424千kℓであった。また、  

走行キロは、営業用自動車が619百万㎞、自家用自動車が50,848百万㎞であった。 

軽油の消費量は、営業用自動車では1,375千kℓ、自家用自動車では713千kℓであった。また、走行キロ

は、営業用自動車が5,236百万㎞、自家用自動車が4,509百万㎞であった。 

ＬＰＧ及びＣＮＧの消費量は、それぞれ153千kℓ、6,921千m3であった。また、走行キロは、ＬＰＧ車

が838百万㎞、ＣＮＧ車が29百万㎞であった。 

 

 

表－１ 燃料別・業態別自動車燃料消費量及び走行キロ 

26年5月 25年5月 前年度比(%) 26年5月 25年5月 前年度比(%)

ガソリン 営 業 用 貨物自動車   48   51 94.7   512   541 94.6

旅客自動車   14   13 100.7   107   102 104.7

営業用計   62   64 96.0   619   643 96.2

自 家 用 貨物自動車   718   697 102.9  8 176  8 033 101.8

旅客自動車  3 707  3 811 97.3  42 671  42 887 99.5

自家用計  4 424  4 508 98.1  50 848  50 920 99.9

 4 486  4 573 98.1  51 466  51 563 99.8

軽　　油 営 業 用 貨物自動車  1 256  1 299 96.7  4 845  4 798 101.0

旅客自動車   119   125 95.2   392   410 95.5

営業用計  1 375  1 424 96.6  5 236  5 208 100 .5

自 家 用 貨物自動車   561   572 98.0  3 441  3 417 100.7

旅客自動車   152   157 97.1  1 068  1 082 98.7

自家用計   713   729 97.8  4 509  4 499 100 .2

 2 088  2 153 97.0  9 745  9 707 100 .4

  143   153 93.5   796   828 96.2

  10   11 88.7   42   47 88.8

  153   164 93.1   838   875 95.8

Ｃ Ｎ Ｇ  6 921  7 433 93.1   29   32 93.2

※ＣＮＧ車の燃料消費量単位は千㎥、ＣＮＧ車以外の燃料消費量単位は千 kℓである。

ＣＮＧ計

ガソリン計

軽油計

Ｌ Ｐ Ｇ

   営業用乗用車

   その他ＬＰＧ車

ＬＰＧ計

燃料消費量

（千kℓ、千㎥）燃　料 業態・車種

走行キロ

（百万㎞）
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平成26年５月における自動車による地方運輸局別の燃料消費量及び走行キロは〔表－２〕のとおりで

ある。 

運輸局別にガソリンの消費量を見ると、関東が1,210千kℓ（構成比27.0%）と最も多く、次いで、 

中部が670千kℓ（同14.9%）、九州が613千kℓ（同13.7%）の順となっている。一方、走行キロを見ると、

関東が13,289百万㎞(同25.8%)と最も多く、次いで、中部が7,496百万㎞(同14.6%)、九州が 

7,378百万㎞(同14.3%)の順となっている。 

次に、運輸局別に軽油の消費量を見ると、関東が567千kℓ（構成比27.1%）と最も多く、次いで、 

近畿が308千kℓ（同14.8%）、中部が272千kℓ（同13.0%）の順となっている。一方、走行キロを見ると、

関東が2,628百万㎞(同27.0%)と最も多く、次いで、中部が1,323百万㎞(同13.6%)、近畿が1,314百万㎞(同

13.5%)の順となっている。 

 

表－２ 地方運輸局別・燃料別自動車燃料消費量及び走行キロ 

全 国 計  4 486 ( 4 573) 100.0 (100.0)  51 466 ( 51 563) 100.0 (100.0)

北 海 道   196 (  222) 4.4 (4.9)  2 240 ( 2 256) 4.4 (4.4)

東 北   422 (  411) 9.4 (9.0)  4 915 ( 4 893) 9.6 (9.5)

関 東  1 210 ( 1 256) 27.0 (27.5)  13 289 ( 13 384) 25.8 (26.0)

北陸信越   305 (  325) 6.8 (7.1)  3 641 ( 3 652) 7.1 (7.1)

中 部   670 (  671) 14.9 (14.7)  7 496 ( 7 514) 14.6 (14.6)

近 畿   610 (  590) 13.6 (12.9)  6 666 ( 6 690) 13.0 (13.0)

中 国   287 (  330) 6.4 (7.2)  3 834 ( 3 833) 7.4 (7.4)

四 国   173 (  168) 3.8 (3.7)  2 008 ( 2 000) 3.9 (3.9)

九 州   613 (  600) 13.7 (13.1)  7 378 ( 7 342) 14.3 (14.2)

全 国 計  2 088 ( 2 153) 100.0 (100.0)  9 745 ( 9 707) 100.0 (100.0)

北 海 道   134 (  132) 6.4 (6.1)   625 (  634) 6.4 (6.5)

東 北   217 (  222) 10.4 (10.3)  1 015 ( 1 029) 10.4 (10.6)

関 東   567 (  583) 27.1 (27.1)  2 628 ( 2 599) 27.0 (26.8)

北陸信越   134 (  138) 6.4 (6.4)   627 (  630) 6.4 (6.5)

中 部   272 (  263) 13.0 (12.2)  1 323 ( 1 314) 13.6 (13.5)

近 畿   308 (  312) 14.8 (14.5)  1 314 ( 1 290) 13.5 (13.3)

中 国   141 (  146) 6.8 (6.8)   662 (  658) 6.8 (6.8)

四 国   68 (  67) 3.3 (3.1)   333 (  333) 3.4 (3.4)

九 州   246 (  290) 11.8 (13.5)  1 218 ( 1 220) 12.5 (12.6)

全 国 計   153 (  164) 100.0 (100.0)   838 (  875) 100.0 (100.0)

北 海 道   7 (  11) 4.8 (7.0)   53 (  57) 6.3 (6.5)

東 北   9 (  9) 5.6 (5.2)   46 (  49) 5.4 (5.6)

関 東   55 (  61) 35.7 (37.0)   301 (  314) 35.9 (36.0)

北陸信越   5 (  5) 3.3 (2.9)   25 (  27) 3.0 (3.1)

中 部   13 (  14) 8.3 (8.4)   68 (  70) 8.2 (8.0)

近 畿   28 (  27) 18.6 (16.7)   149 (  154) 17.8 (17.6)

中 国   9 (  8) 5.7 (4.9)   46 (  47) 5.5 (5.4)

四 国   4 (  4) 2.3 (2.2)   21 (  22) 2.5 (2.5)

九 州   24 (  26) 15.7 (15.6)   129 (  135) 15.5 (15.4)

全 国 計  6 921 ( 7 433) 100.0 (100.0)   29 (  32) 100.0 (100.0)

北 海 道   472 (  439) 6.8 (5.9)   2 (  2) 5.4 (5.3)

東 北   78 (  78) 1.1 (1.0)   0 (  0) 1.2 (1.2)

関 東  3 105 ( 3 849) 44.9 (51.8)   13 (  14) 44.4 (44.8)

北陸信越   141 (  103) 2.0 (1.4)   1 (  1) 2.1 (2.1)

中 部   721 (  752) 10.4 (10.1)   3 (  3) 10.6 (10.8)

近 畿  1 836 ( 1 723) 26.5 (23.2)   8 (  9) 28.0 (28.3)

中 国   267 (  205) 3.9 (2.8)   1 (  1) 4.1 (3.7)

四 国   63 (  60) 0.9 (0.8)   0 (  0) 1.1 (1.0)

九 州   238 (  225) 3.4 (3.0)   1 (  1) 3.0 (3.0)

燃料消費量（千kℓ） 構　成　比 走行キロ（百万㎞） 構　成　比

運輸局
Ｃ Ｎ Ｇ

燃料消費量（千㎥） 構　成　比 走行キロ（百万㎞） 構　成　比

※( ) 内は平成25年５月分の数値である。

運輸局
ガ ソ リ ン

燃料消費量（千kℓ） 構　成　比 走行キロ（百万㎞） 構　成　比

運輸局
軽 油

燃料消費量（千kℓ） 構　成　比 走行キロ（百万㎞） 構　成　比

運輸局
Ｌ Ｐ Ｇ
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